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生
産
年
齢
人

口
の
減
少
で
自

治
体
の
財
政
運

営
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に

は
市
町
村
合
併
も
選
択
肢
と

な
る
が
、構
造
的
な
問
題
が

解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。説
得
力
の
あ
る
ビ
ジ
ョ

ン
と
そ
れ
へ
の
住
民
合
意
が

必
要
だ
▼
先
日
、
高
槻
の
駅

頭
で「
ま
ち
づ
く
り
と
交
通
政

策
の
連
携
」を
広
く
訴
え
た
。

自
治
体
政
策
の
目
的
で
あ
る

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
社

会
的
効
果
や
経
済
的
効
果
を

高
め
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

公
共
交
通
は
、
赤
字
・
廃
止

と
な
る
ま
で
関
心
が
集
ま
ら

な
い
の
が
実
態
だ
。
も
は
や

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
し
な

い
公
共
交
通
に
如
何
に
し
て

適
切
な
投
資
を
し
て
い
く
の

か
が
課
題
で
あ
る
が
、
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
貫
く
自
治

体
は
思
考
停
止
に
陥
っ
て
い

る
▼
ま
ち
の
姿
が
様
変
わ
り

し
て
も
公
共
交
通
を
介
し
て

人
間
的
な
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
活
き
れ
ば
、
十
分
に

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
。�（
寿
）

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
実
行

委
員
長
の
田
中
宏
和
連
合
大

阪
会
長
は
、
実
質
賃
金
の
低

下
と
記
録
的
な
円
安
に
よ
る

国
民
生
活
の
厳
し
さ
、
原
材

料
価
格
高
騰
に
よ
る
中
小
企

大
き
な
変
革
に
直
面
す
る
と

み
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。
そ

の
う
え
で
２
０
２
４
春
闘
に

つ
い
て
、「
い
ま
社
会
に
大

き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し
つ

つ
あ
る
」
と
し
、「
２
０
２

３
春
闘
で
の
３０
年
ぶ
り
の
賃

業
な
ど
の
収
益
圧
迫
、
企
業

で
の
人
手
不
足
、
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
悪
化
す
る

中
東
情
勢
な
ど
に
ふ
れ
、「
今

後
、
新
た
な
価
値
観
を
生
み

出
す
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
む
け

た
動
き
が
加
速
し
、
社
会
の

上
げ
の
実
現
に
よ
り
、
デ
フ

レ
で
凍
り
つ
い
た
経
済
、
物

価
、
賃
金
に
『
変
化
の
兆
し
』

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
『
変
化
の
兆
し
』
を
つ

か
ん
で
は
な
さ
ず
、
大
幅
な

人
へ
の
投
資
を
起
点
と
し

て
、
経
済
社
会
の
ス
テ
ー
ジ

を
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。
ま
た
大
阪

・
関
西
万
博
の
開
催
、
人
口

減
少
、
全
国
的
に
低
い
正
規

雇
用
率
、
全
国
最
多
の
生
活

保
護
率
な
ど
大
阪
の
深
刻
な

地
域
課
題
に
ふ
れ
、
持
続
可

能
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
展
望
に
む
け
、「
春
闘
の

な
か
で
発
展
し
た
社
会
対
話

を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
と
と

も
に
、
幅
広
い
民
意
が
反
映

さ
れ
た
政
策
の
実
現
に
む

け
、
働
く
者
、
生
活
者
の
声

を
届
け
る
勢
力
を
広
げ
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、大
阪

労
働
局
か
ら
荒
木
局
長
、
大

阪
府
か
ら
山
口
副
知
事
が
登

壇
し
、
祝
辞
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
立
憲
民
主
党
大
阪
府

連
か
ら
森
山
代
表
、
国
民
民

主
党
大
阪
府
連
か
ら
浜
野
代

表
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
構
成
組
織
か
ら

の
ア
ピ
ー
ル
の
あ
と
、
女
性

委
員
会
の
横
山
副
委
員
長

（
府
本
部
執
行
委
員
）
か
ら

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
連

帯
の
力
で　

平
和
と
人
権
を

守
り
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
！

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
て　

み
ん
な
で
支
え
合
い

・
助
け
合
お
う
！
』
が
提
案

さ
れ
た
。そ
の
後
、青
年
委
員

会
の
真
崎
委
員
長
か
ら
「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
の
実
現
」と「
持
続
可
能
で

多
様
性
を
認
め
合
え
る
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
」

と
す
る
「
第
９５
回
メ
ー
デ
ー

宣
言
」が
読
み
上
げ
ら
れ
、会

場
全
体
で
採
択
さ
れ
た
。
最

後
に
、
田
中
会
長
の
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
メ
ー
デ
ー

式
典
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

５
月
１
日
、「
第
９５
回
大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
」
が
大
阪
城
公
園
（
太

陽
の
広
場
）
で
開
か
れ
た
。
今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
２
０
１
９
年
以

来
５
年
ぶ
り
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規
模
で
の
開
催
と
な
り
、
雨
天
の

中
、
自
治
労
を
は
じ
め
連
合
大
阪
か
ら
構
成
組
織
約
２
万
人
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。
式
典
で
は
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
息

の
長
い
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

連
合
石
川
推
薦
議
員
団
の
浦
秀
一
珠
洲
市
議
会
議
員
が
被
災
地
の

現
状
と
今
後
の
支
援
に
か
か
わ
る
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
北
陸
の
物
産
を
販
売
す
る
能
登
半
島
地
震

復
興
支
援
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
労
は
昨
年
２
月
に
「
予

防
・
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
各
単
組
に
対
し
て

対
策
の
実
施
・
強
化
に
む
け

た
労
使
協
議
の
促
進
を
提
起

し
て
い
る
。

　

府
本
部
は
４
月
２５
日
、
昨

年
に
引
き
続
き
カ
ス
ハ
ラ
対

策
を
進
め
る
た
め
、
労
働
安

全
衛
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

２１
単
組
３９
人
が
参
加
し
た
。

　

カ
ス
ハ
ラ
と
は
、
顧
客
が

企
業
・
従
業
員（
自
治
体
職

員
）に
対
し
て
理
不
尽
な
ク

レ
ー
ム
・
言
動
を
行
う
こ

と
、具
体
的
に
は
、事
実
無
根

の
要
求
や
法
的
根
拠
の
な
い

要
求
、暴
力
的
・
侮
辱
的
な
方

法
に
よ
る
要
求
な
ど
、
著
し

い
迷
惑
行
為
が
こ
れ
に
あ
た

る
。
従
業
員
が
被
害
に
遭
え

ば
、業
務
に
支
障
を
き
た
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
で
休
職
に
追
い

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し

て
い
る
。し
か
し
、法
改
正
に

よ
り
、パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ

・
マ
タ
ハ
ラ
・
ケ
ア
ハ
ラ
に
は

事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
の
、

カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
努
力

義
務
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

学
習
会
で
は
、
自
治
労
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
解
説
す
る
と

と
も
に
、
総
務
省
が
公
表
し

た
各
自
治
体
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
の
取
り
組
み
状
況
、

府
本
部
が
実
施
し
た
カ
ス
ハ

ラ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に

つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。
説

明
に
立
っ
た
福
永
府
本
部
労

働
対
策
部
長
は
、
①
職
場
毎

の
調
査
と
議
論
、
②
労
働
組

合
の
積
極
的
な
関
与
、
③
厚

生
労
働
省
指
針
や
人
事
院
規

則
な
ど
を
参
考
と
し
た
組
合

側
か
ら
の
対
策
要
求
が
重
要

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の

課
題
な
ど
に
関
す
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
は

難
し
い
が
、
一
人
で
抱
え
な

い
よ
う
、
職
場
で
ル
ー
ル
を

決
め
て
対
応
す
る
こ
と
が
大

事
」「
組
合
員
に
よ
り
そ
う

ケ
ア
を
通
し
、
職
場
実
態
を

共
有
し
て
当
局
に
現
場
の
声

を
届
け
る
」
な
ど
意
見
が
上

が
っ
た
。

　

４
月
１１
日
に
は
、
自
治
労

組
織
内
議
員
の
岸
ま
き
こ
参

議
院
議
員
が
参
議
院
総
務
委

員
会
に
お
い
て
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
松
本
総
務
大
臣

か
ら
自
治
体
に
お
け
る
カ
ス

ハ
ラ
対
策
を
推
進
す
る
旨
の

前
む
き
な
答
弁
を
引
き
出
し

た
。
職
場
・
単
組
に
お
け
る

取
り
組
み
推
進
に
む
け
、
府

本
部
は
、
引
き
続
き
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化
を
は
か
る
。

とともに

岸まきこ
参議院議員
（自治労組織内議員）

1976年北海道岩見沢市（旧栗
沢町）生まれ、94年旧栗沢町役
場入職（現岩見沢市）。2013年
から自治労中央執行委員。19年
第25回参院選（全国比例区）で
初当選。現職に至る。

自治労は、第27
回参議院選挙の
全 国比 例 区に
「岸まきこ」現参
議院議員の擁立
を決定しました。

自治労の
政策要求を
実現しよう！

岸まきこ公式サイト
kishimakiko.com/

岸まきこ（岸真紀子）
プロフィール

雨の中約２万人が大阪城公園に集まった
グループワークでは５班に分れ、カスハラ対策
について活発な意見交換が行った

第95回大阪地方メーデー

組
合
員
の
ケ
ア
に
労
組
が
よ
り
そ
い

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
む
け
た
支
援
と
と
も
に

一
人
で
抱
え
ず
職
場
で
対
応
を

一
人
で
抱
え
ず
職
場
で
対
応
を

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
！

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
！

府
本
部 

第
1
回
労
働
安
全
衛
生
セ
ミ
ナ
ー

（1）2 0 2 4 年 5 月 1 日 ・ 1 1 日
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祝
日
法
制
化
を
掲
げ 

メ
ー
デ
ー
で
訴
え
た

　

２
０
２
３
年
の
第
９４
回
大

阪
地
方
メ
ー
デ
ー
の
開
催
に

む
け
て
「
メ
ー
デ
ー
祝
日
法

制
化
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
。そ
の
中
で
、

連
合
が
祝
日
法
制
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
と
答
え
た
の
は
回
答
者

１
８
９
５
人
の
う
ち
２４
・
３

％
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
あ

わ
せ
て
、
５
月
１
日
を
国
民

と
、
兒
玉
青
年
部
長
に
よ
る

基
調
提
起
で
は
、
戦
中
の
召

集
令
状
の
配
布
を
例
に
挙

げ
、「
戦
争
等
有
事
の
際
に
は
、

自
治
体
労
働
者
は
国
家
権
力

の
執
行
者
と
し
て
直
接
住
民

に
命
令
す
る
側
と
な
る
。
国

や
政
府
の
動
き
に
対
し
て
無

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
５
月

１
日
を
祝
日
に
す
る
と
、
前

日（
４
月
３０
日
）と
翌
日（
５

月
２
日
）
の
両
方
が
「
国
民

の
祝
日
」
に
挟
ま
れ
る
の
で

休
日
と
な
る
。

　

２
０
２
４
年
に
置
き
換
え

る
と
４
月
２７
日
・
２８
日
は
土

曜
日
と
日
曜
日
で
、
２９
日
は

昭
和
の
日
で
祝
日
、
５
月
５

日
は
祝
日
で
日
曜
日
の
た

め
、
翌
６
日
が
振
替
休
日
と

な
り
、
５
月
１
日
が
休
日
と

な
れ
ば
、
誰
も
が
認
め
る
１０

　

自
治
労
は
５
月
２
日
と
３

日
に
か
け
て
、
東
京
都
内
で

「
２
０
２
４
自
治
労
青
年
女

性
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

き
、
３９
県
本
部
１
社
保
労
連

か
ら
６０
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
初
日
、
川
辺
女
性
部

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
あ

の
祝
日
と
し
て
、
４
月
２９
日

の
「
昭
和
の
日
」
か
ら
５
月

５
日
ま
で
の「
子
ど
も
の
日
」

ま
で
を
連
休
と
す
る
「
太
陽

と
緑
の
週
」
の
制
定
を
め
ざ

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
第
９４

回
大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
の
場

で
報
告
し
た
。

　

詳
細
を
加
え
る
と
「
国
民

の
祝
日
に
関
す
る
法
律
第
３

条
第
３
項
に
規
定
す
る
休

日
」
で
は
、「
そ
の
前
日
及

び
翌
日
が
『
国
民
の
祝
日
』

で
あ
る
日
は
休
日
と
す
る
」

関
心
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
無
関
係
で
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、

「
戦
争
反
対
の
声
を
上
げ
て

い
こ
う
。
戦
争
こ
そ
が
最
大

の
人
権
侵
害
で
あ
り
、
平
和

こ
そ
が
最
大
の
福
祉
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
よ
う
」
と
強

連
休
と
な
る
。現
在
は
、法
律

で
は
な
く
、
国
・
企
業
が
大

型
連
休
取
得
を
促
し
て
い
る

た
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
（
以
下
Ｇ
Ｗ
）
と
呼
ぶ
長

期
休
暇
が
存
在
し
て
い
る
。

先
人
に
敬
意
と
感
謝
を 

表
す
日
が
メ
ー
デ
ー

　

祝
日
法
制
化
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
見
解
が

あ
る
。「
す
で
に
Ｇ
Ｗ
が
存

在
す
る
の
で
、
あ
え
て
５
月

１
日
を
祝
日
に
す
る
必
要
が

な
い
」、「
日
本
に
は
勤
労
感

謝
の
日
（
１１
月
２３
日
）
が
存

在
し
、
主
旨
が
同
様
で
あ

る
」、「
連
休
に
す
る
と
経
済

活
動
が
停
滞
す
る
」
な
ど
。

ま
た
、「
Ｇ
Ｗ
中
は
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
中
心
に
休
暇
が
取

れ
な
い
」、「
パ
ー
ト
や
ア
ル

く
訴
え
た
。
続
い
て
埼
玉
県

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
金
子

彰
さ
ん
が「
軍
備
増
強
、憲
法

改
悪
の
狙
い
と
私
た
ち
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

い
、
米
国
追
従
の
外
交
で
は

な
く
、
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し

て
ア
ジ
ア
全
体
の
平
和
構
築

バ
イ
ト
で
働
く
人
は
、
職
場

が
休
み
に
な
れ
ば
給
与
が
大

幅
に
減
っ
て
し
ま
う
」な
ど
、

働
く
側
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

多
く
の
国
で
は
、
５
月
１

日
は
メ
ー
デ
ー
（
国
際
労
働

者
の
日
）
と
し
て
祝
日
に
定

め
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者

の
団
結
と
権
利
向
上
の
た
め

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

や
イ
ベ
ン
ト
が
世
界
中
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

戦
前
の
日
本
で
は
、
メ
ー

デ
ー
自
体
は
労
働
者
の
権
利

向
上
と
労
働
条
件
の
改
善
を

求
め
て
開
催
さ
れ
て
い
た

が
、
メ
ー
デ
ー
を
主
宰
し
た

労
働
者
、
労
働
組
合
は
弾
圧

を
受
け
、「
血
の
メ
ー
デ
ー
」

と
言
わ
れ
た
闘
争
や
対
立
が

あ
っ
た
。
戦
後
、
憲
法
第
２８

条
で
「
勤
労
者
の
団
結
す
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
。

　

前
述
し
た
「
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
」
の
第
１
条

に
は
「
自
由
と
平
和
を
求
め

て
や
ま
な
い
日
本
国
民
は
、

美
し
い
風
習
を
育
て
つ
つ
、

よ
り
よ
き
社
会
、
よ
り
豊
か

な
生
活
を
築
き
あ
げ
る
た
め

に
、
こ
こ
に
国
民
こ
ぞ
っ
て

祝
い
、
感
謝
し
、
又
は
記
念

す
る
日
を
定
め
、こ
れ
を『
国

民
の
祝
日
』
と
名
づ
け
る
」

と
あ
る
。

　

賃
上
げ
、
時
短
、
休
日
の

確
保
、
男
女
平
等
、
人
権
、

平
和
、
共
生
、
環
境
な
ど
を

訴
え
て
き
た
メ
ー
デ
ー
。
特

に
戦
後
復
興
に
尽
力
し
た
労

働
者
の
運
動
を
敬
い
、
継
承

す
る
た
め
の
日
だ
。
そ
の
日

が
国
民
の
祝
日
に
そ
ぐ
わ
な

い
の
か
。
メ
ー
デ
ー
１
０
０

年
の
歴
史
を
つ
く
り
上
げ
た

先
人
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す

５
月
１
日
。
多
く
の
声
を
集

め
「
国
民
の
祝
日
」
に
制
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
時
代
の
メ
ー
デ
ー

　

運
動
を
引
き
継
い
だ
私
た

ち
が
今
、
見
つ
め
直
す
べ
き

も
の
は
、
働
き
方
が
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
中
で
、

社
会
に
、
経
営
者
に
、
そ
し

て
労
働
者
に
訴
え
る
課
題
は

何
か
と
い
う
こ
と
だ
。
今
ま

で
掲
げ
た
課
題
は
確
か
に
進

歩
し
、
水
準
は
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
世
界
で
は
戦
争
・

紛
争
に
よ
り
多
く
の
命
が
失

わ
れ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化

は
周
知
の
と
お
り
だ
。
そ
し

て
わ
が
日
本
で
は
、
格
差
社

会
は
解
消
さ
れ
ず
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
長
時
間
・
過
重
労

働
を
原
因
と
す
る
う
つ
病
の

発
症
、
過
労
死
・
過
労
自
殺

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
さ

ら
に
少
子
高
齢
社
会
に
よ
る

労
働
力
不
足
や
将
来
を
担
う

若
者
の
人
材
不
足
。
転
職
す

る
こ
と
が
も
て
は
や
さ
れ
、

副
業
も
認
め
ら
れ
る
社
会
と

な
り
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い

う
働
き
方
も
増
加
し
て
い

る
。
外
国
人
労
働
者
は
２
０

０
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
メ
ー
デ
ー

は
、
こ
の
よ
う
な
＂
は
た
ら

く
＂
を
取
り
巻
く
状
況
の
中

で
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

を
実
現
し
、
多
様
性
を
認
め

あ
う
社
会
を
作
る
こ
と
を
確

認
す
る
日
と
し
、
そ
れ
を
す

べ
て
の
働
く
人
に
発
信
し
て

み
ん
な
で
考
え
る
日
と
し
た

い
。

　

そ
の
上
で
、
メ
ー
デ
ー
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
は
い
つ
、
ど

こ
で
、
何
を
す
る
の
か
を
改

め
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

に
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
参
加
者
か

ら
は
、「
日
常
的
に
平
和
に
つ

い
て
、考
え
る
事
は
無
い
が
、

平
和
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ

の
日
常
が
あ
る
」「
組
合
の
意

義
を
周
知
し
て
、
平
和
活
動

に
参
加
の
呼
び
か
け
を
し
た

い
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

翌
３
日
に
は
４
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
近
隣
４
駅
の
周

辺
で
、
９
条
改
憲
反
対
と
軍

拡
・
増
税
反
対
を
訴
え
、
署

名
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

権
利
及
び
団
体
交
渉
そ
の
他

の
団
体
行
動
を
す
る
権
利

は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と

認
め
ら
れ
、
労
働
組
合
が
、

労
働
運
動
を
展
開
し
た
。
そ

の
結
果
が
今
の
確
立
さ
れ
た

賃
金
・
労
働
条
件
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

日
本
で
は
、
祝
日
や
特
別

な
週
間
を
新
た
に
制
定
す
る

に
は
、
国
会
で
の
議
論
と
法

律
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、

祝
日
の
追
加
や
特
別
な
週
間

の
制
定
は
、国
民
の
歴
史
観
、

文
化
、
経
済
活
動
、
公
共
の

福
祉
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要

素
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

新
た
な
祝
日
や
週
間
を
設
け

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
要
素

が
広
く
社
会
か
ら
支
持
さ

れ
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る

配
布
の
街
頭
行
動
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
有
明
防
災
公

園
に
移
動
し
、
平
和
と
い
の

ち
と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法

集
会
実
行
委
員
会
主
催
の

「
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な

い
！
と
り
も
ど
そ
う
憲
法
い

か
す
政
治
を
２
０
２
４
憲
法

大
集
会
」
に
参
加
し
た
。

　

世
界
に
目
を
む
け
る
と
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
端
を
発
し
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
は
３
年
目
に
入

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地

区
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
激
し

い
攻
撃
の
も
と
大
量
虐
殺
が

続
い
て
い
る
。
日
本
国
内
に

お
い
て
は
、
十
分
な
議
論
も

無
い
ま
ま
次
期
戦
闘
機
に
つ

い
て
、
第
三
国
へ
の
輸
出
を

可
能
と
す
る
方
針
が
閣
議
決

定
さ
れ
る
な
ど
戦
争
の
で
き

る
国
づ
く
り
が
着
々
と
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。
自
治
労
は

引
き
続
き
、
憲
法
の
理
念
の

も
と
、
国
や
政
府
の
軍
拡
へ

の
動
向
に
注
視
し
反
戦
平
和

の
声
を
あ
げ
て
い
く
。

基
調
提
起
を
行
っ
た

兒
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青
年
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